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社会福祉法人 
高梁市社会福祉協議会 
・高梁総合福祉センター内 
・電話（0866）22‐7243

第21号 

　このほど湯野小学校では、地域の方を招待し「湯野っ子祭り」を開催しました。全
校児童６人は「みんなで協力して感謝の気持ちを伝えよう」という目的をもって、龍
神太鼓や銭太鼓を披露。また、茶屋などのお店を開き、会場に訪れた皆さんと一緒に
楽しいひとときを過ごしました。 
　同校は、高梁市社会福祉協議会がボランティア活動普及事業協力校として指定して
おり、地域社会への奉仕・交流活動など様々なボランティア活動に取り組んでいます。 
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七
月
五
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
事
前
研
修
会
を
開
催
し
、
市

内
の
中
・
高
校
生
、
大
学
生
百
十
三

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

心
構
え
や
注
意
事
項
の
説
明
に
続
き
、

吉
備
国
際
大
学
社
会
福
祉
学
部
健
康

ス
ポ
ー
ツ
福
祉
学
科
四
年
の
本
城
美

沙
子
さ
ん
か
ら
「
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
談
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

非
日
常
の
中
で
学
ぶ
こ
と
」
と
題
し

て
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

本
城
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

普
段
の
生
活
で
は
出
会
え
な
い
人
と

の
ふ
れ
あ
い
な
ど
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
手
の
こ
と

を
思
い
や
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
楽

し
ん
で
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
市
内
十
七
ヵ

所
の
福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
担
当
者
と
活
動
の
日
時
や
内
容

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
の
六
割
の
方
は
、

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
へ
初

め
て
の
参
加
で
、
そ
の
他
の
方
は
二

か
ら
三
回
目
の
参
加
で
し
た
。

参
加
の
動
機
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
」
や

「
自
分
自
身
の
成
長
の
た
め
」
な
ど
の

理
由
が
多
く
、
参
加
者
の
中
に
は
複

数
の
施
設
で
活
動
を
希
望
す
る
方
も

あ
り
ま
し
た
。

事前研修会の様子

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会
福
祉
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
市
内
在
住
及
び
市
内
へ
通
学
し
て
い
る

生
徒
、
学
生
を
対
象
に
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

体験発表をする本城さん

配膳を手伝う生徒

高
齢
者
施
設
で
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事後研修会で意見交換

グループごとに発表する生徒

今
年
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
広

げ
よ
う
☆
地
域
の
絆
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
活
動
を

し
た
生
徒
は
「
将
来
、
介
護
の
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
夏

ボ
ラ
を
通
じ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
、
施
設

利
用
者
は
「
若
い
人
と
一
緒
に
い
る

と
元
気
が
も
ら
え
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
施
設
職
員
は
「
生
徒

と
ふ
れ
あ
う
利
用
者
の
笑
顔
を
見
る

の
が
う
れ
し
い
で
す
。
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
人
間
関

係
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
「
あ
り
が

と
う
と
言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」「
社

会
の
役
に
立
て
る
」
と
い
う
充
実
感

や
満
足
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。八

月
二
十
九
日
、
高
梁
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
事
後
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
活
動
を
よ
り
有
意
義
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
活
動
を
通
し

て
得
ら
れ
た
成
果
や
悩
み
等
の
分
か

ち
あ
い
、
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
期
待
や
抱
負
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
行
う
も
の
で
、
参
加
者
は

活
動
先
ご
と
に
十
二
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
成
果
や

悩
み
を
話
し
合
い
、
そ
の
内
容
を
発

表
し
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
児
童
施
設

で
活
動
し
た
生
徒
は
「
色
々
な
人
々

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
体
験
の
場
を
提
供

い
た
だ
い
た
受
入
施
設
の
方
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
か
ら
は
、
生
徒

達
へ
の
感
想
と
事
業
に
対
す
る
助
言

を
い
た
だ
き
今
年
の
夏
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
事
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

保育施設で

高齢者栄養改善料理教室で

園
児
と
ふ
れ
あ
う
生
徒
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高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
し
た
中
学

生
は
「
高
齢
者
や
障
害
者
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
が
自
分

達
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
」
と
、
ま
た
、
高
等
学
校
備
北

ブ
ロ
ッ
ク
生
徒
保
健
委
員
研
修
会
に

参
加
し
た
生
徒
は
「
初
め
て
手
話
を

体
験
し
ま
し
た
。
手
話
で
会
話
が
で

き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。出

前
講
座
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
課
又
は
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

疑似体験をする川上中学校の生徒

手話を指導する手話ボランティアの会の会員

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
の
疑
似
体
験
や
手
話
な
ど
の

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
高
齢
者
や
障
害
者
の
身
体

や
心
の
変
化
を
理
解
し
、
思
い
や
り

の
心
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
川
上

中
学
校
で
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
、

ま
た
岡
山
県
学
校
保
健
会
高
等
学
校

備
北
ブ
ロ
ッ
ク
生
徒
保
健
委
員
研
修

会
で
は
高
齢
者
の
疑
似
体
験
と
高
梁

市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
手
話
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

高梁市シルバー人材センター高梁市シルバー人材センター（（お知らせお知らせ））
☆シルバー人材センターは
高齢者にふさわしい仕事を事業所、家庭、公共団体等から引き受け、会員が働いた仕事の

内容、量に応じて配分金を支払います。就業や収入の保障はありませんが、各人の希望と能
力に応じた働き方ができます。

☆会員を募集中
高梁市にお住まいの原則として60歳以上の方で、健康で働く意欲のある方ならどなたでも

入会できます。たくさんの出会いと生きがいがあなたを待っています。

☆仕事の受注
技能・経験・資格を活かし、皆様のご要望に応じお仕事を

お引き受けいたします。植木の手入れ、障子の張り替え、草
刈りなどお気軽に相談ください。

☆問い合わせ
高梁地区 TEL 22-7243 川上地区 TEL 48-9770
有漢地区 TEL 57-3218 備中地区 TEL 45-3131
成羽地区 TEL 42-2005 草刈りをする会員
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高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
八

月
十
一
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
平
成
二
十
年
度
共
同
募
金
配
分

金
交
付
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
平
田
会
長
が
「
共

同
募
金
配
分
金
は
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
様
の
善
意
で
す
。
有
効
に
ご
活
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と

共
に
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
よ

り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
配
分
金
交
付
団
体
四
十
五

団
体
の
代
表
者
へ
平
田
会
長
か
ら
、

共
同
募
金
配
分
金
決
定
通
知
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

配
分
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

（
高
梁
・
有
漢
・
川
上
・
備
中
）

▽
高
梁
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

▽
高
梁
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
有
漢
・
成
羽
・
川
上
・
備
中
分
会
）

▽
高
梁
地
域
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会

▽
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
高
梁
・
有
漢
・
川
上
・
備
中
）

▽
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
坂
本
婦
人
部

▽
高
梁
市
子
供
会
連
合
会

▽
つ
く
し
の
会
（
成
羽
）

▽
親
子
ク
ラ
ブ
つ
く
し
会
（
川
上
）

▽
高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会

▽
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
漢
の
会

▽
ハ
ッ
サ
ン
ズ
（
高
梁
）

▽
吉
備
国
際
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

▽
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
（
高
梁
）

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会

（
有
漢
）

▽
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
う
ぐ
い
す

（
成
羽
）

▽
地
頭
給
食
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
高
山
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
給
食
配
送
グ
ル
ー
プ
上
大
竹

▽
三
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
仁
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
備
中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会

▽
高
梁
小
学
校
こ
と
ば
を
育
て
る
親

の
会

高梁市社会福祉協議会では、ふれあいサロン活
動を推進しています。
活動に関する相談や活動費の助成など事業に関

するお問い合わせは、高梁市社会福祉協議会地域
福祉課又は各支所までお気軽にご連絡ください下
さい。

☆ふれあいサロンとは･･･
身近な地域の住民が集まって交流したり、ふれ

あう中で、お互いを尊重し、安心して、いきいき
と（楽しく）暮らせる地域づくりを進め、閉じこ
もり予防、生きがいづくり、介護予防、子育て支
援、環境美化など
を行うことです。
※現在の申請団体
は32団体です。

十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い

羽
根
共
同
募
金
が
始
ま
り
ま
す
。

各
戸
募
金
や
街

頭
募
金
、
バ
ッ
ジ

募
金
、
法
人
募
金

に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

写真は昨年の街頭募金の様子

▽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
津
川
・
川
面
・
巨
瀬
・
中
井
・
玉

川
・
宇
治
・
松
原
・
高
倉
・
落

合
・
有
漢
・
成
羽
・
川
上
・
備
中
）

（
順
不
同
）



高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
は
八
月
四
日
、
平
成
二
十
年
度

の
総
会
を
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
会
員
十
七
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
度
の
事

業
報
告
及
び
平
成
二
十
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
た
後
、
リ
フ
ト
車

輌
の
昇
降
方
法
や
車
椅
子
の
固
定
の

仕
方
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
安
全
に
移
送
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
動
作
の
正

確
さ
な
ど
を
検
査
す
る
筆
記
方
式
の

ペ
ー
パ
ー
検
査
と
適
度
な
精
神
緊
張

福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

七
月
十
八
日
に
介
護
者
に
よ
る
料
理

教
室
を
川
上
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

栄
養
士
の
指
導
に
よ
り
、
肉
を
使

わ
な
い
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
や
玉
ね
ぎ

の
甘
酢
サ
ラ
ダ
な
ど
さ
っ
ぱ
り
味
の

夏
向
け
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
と
ろ
み
調
整
食
品
を
味
噌

汁
や
ジ
ュ
ー
ス
に
混
ぜ
て
試
食
し
て
、

嚥
下
障
害
の
方
の
食
事
や
介
護
食
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。参

加
者
は
「
こ
れ
か
ら
の
介
護
に

役
立
ち
ま
す
。
習
っ
た
料
理
を
自
宅

で
も
作
り
、
こ
の
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

介
護
者
教
室
は
、
介
護
の
基
本
の

学
習
や
介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
に

よ
り
家
族
間
の
連
携
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
核
家

族
が
増
え
、
子
供
と
高
齢
者
と
の
交

流
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
昔
の
遊

び
を
園
児
や
保
護
者
に
伝
承
し
て
情

操
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
子

育
て
支
援
活
動
モ
デ
ル
事
業
」（
県
の

補
助
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

八
月
一
日
、
川
上
児
童
館
で
開
催
さ

れ
た
川
上
幼
稚
園
児
と
家
族
と
の
お

楽
し
み
ふ
れ
あ
い
会
に
参
加
し
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
園
児
や

そ
の
家
族
に
竹
馬
・
水
鉄
砲
・
お
手

玉
・
あ
や
と
り
の
四
種
の
遊
び
を
指

導
し
ま
し
た
。

保
護
者
の
一
人
は
「
私
も
初
め
て

す
る
遊
び
で
、
童
心
に
返
っ
て
、
我

子
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
そ
う
め
ん
流
し

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

車椅子をリフトに固定する会員

料理教室の様子

交流を深める老人クラブ会員と参加者

そ
う
め
ん
流
し
を
楽
し
む
参
加
者

の
維
持
や
状
況
処
理
の
巧
み
さ
な
ど

を
検
査
す
る
Ｃ
Ｒ
Ｔ
運
転
適
正
検
査

を
受
け
ま
し
た
。

会
員
は
「
利
用
者
に
安
心
し
て
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

安
全
運
転
を
日
頃
か
ら
心
掛
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

2 0 . 9 . 1 5 第21号 （6）

地
区
社
協
活
動
紹
介

支

会

だ

よ

り



（7） 第21号 2 0 . 9 . 1 5

高梁市社会福祉協議会へ平成20年7月と8月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
段
　
町
　
赤
木
　
一
彦

（
故
・
壽
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
西
田
　
正
人

（
故
・
千
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
大
植
　
雅
子

（
故
・
敏
弘
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍛
冶
町
　
長
谷
川
武
志

（
故
・
實
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
吉
谷
　
英
樹

（
故
・
寿
行
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
亀
山
　
一
三

（
故
・
虎
s
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
塩
田
　
　
治

（
故
・
武
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
寺
　
町
　
美
本
　
武
司

（
故
・
ヒ
ロ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
鉄
砲
町
　
太
田
　
博
毅

（
故
・
國
昭
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
住
田
　
四
郎

（
故
・
操
様
の
ー
）

五
十
万
円

間
之
町
　

田
　
邦
江

（
故
・
博
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
森
野
　
幸
一

（
故
・
好
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
本
　
町
　
菊
楽
　
知
己

（
故
・
広
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
古
川
　
秀
雄

（
故
・
シ
ゲ
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
谷
町
　
大
久
保
晴
生

（
故
・
英
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
福
本
　
　
弘

（
故
・
菊
男
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
落
合
町
　
亀
山
　
一
三

（
故
・
虎
s
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
山
口
　
義
郎

（
故
・
宮
次
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
上
田
　
　
裕

（
故
・
芳
太
郎
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
森
本
　
常
子

（
故
・
毅
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
大
月
冨
美
子

（
故
・
基
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
阿
部
　
　
進

（
故
・
博
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
新
見
市
　
山
根
　
　
稔

（
故
・
和
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
渡
邉
　
正
敏

（
故
・
道
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
吹
　
屋
　
田
村
　
　
豊

（
故
・
哉
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
石
原
　
克
己

（
故
・
松
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
吹
　
屋
　
長
尾
　
立
平

（
故
・
美
恵
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
長
　
地
　
渡
邉
　
勤
子

（
故
・
忠
様
の
ー
）

金
一
封
　
星
　
原
　
岩
本
　
智
恵

（
故
・
光
弘
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
　
野
　
大
橋
　
菊
代

（
故
・
勇
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
高
橋
　
和
男

（
故
・
美
和
様
の
ー
）

五
万
円
　
小
　
泉
　
清
水
登
美
江

（
故
・
誠
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
平
松
　
秀
朗

（
故
・
美
智
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
小
見
山
政
昭

（
故
・
彰
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
丸
橋
　
博
敏

（
故
・
カ
子
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
中
杉
　
　
進

（
故
・
次
浅
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
藤
森
　
久
一

（
故
・
ア
キ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
森
脇
　
　
勇

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
丸
山
　
明
男

（
故
・
圀
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
眞
野
　
文
次

（
故
・
た
み
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
　
實

（
故
・
勝
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
　
　
安
夫

（
故
・
太
七
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
年
光

（
故
・
經
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
西
平
　
　
大

（
故
・
仁
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
上
田
　
　
裕

（
故
・
芳
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
峰
松
　
悦
男

（
故
・
喜
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
山
口
　
義
郎

（
故
・
宮
次
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封
　
岡
山
市
　
吉
谷
　
英
樹

（
故
・
寿
行
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
丸
山
　
明
男

（
故
・
圀
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
峰
松
　
悦
男

（
故
・
喜
代
子
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
川
面
町
　
大
植
　
雅
子

（
故
・
敏
弘
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封
　
総
社
市
　
片
山
　
幸
治

（
故
・
繁
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
三
村
　
伸
夫

（
故
・
志
津
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
三
村
　
文
江

（
故
・
志
津
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
三
村
　
恭
永

（
故
・
松
野
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
難
波
　
貫
一

（
故
・
和
子
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
眞
野
　
文
次

（
故
・
た
み
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
　
實

（
故
・
勝
市
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
小
池
　
龍
生

（
故
・
澄
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
入
江
　
昭
子

（
故
・
芳
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
平
野
　
孝
志

（
故
・
仲
市
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封
　
松
原
町
　
東
　
　
節
夫

（
故
・
孝
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
森
　
　
真
一

（
故
・
利
章
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
福
本
　
　
弘

（
故
・
菊
男
様
の
ー
）



2 0 . 9 . 1 5 第21号 （8）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
仁
　
賀
　
本
田
　
章
一

（
故
・
榮
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
吉
村
　
　
豊

（
故
・
志
津
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
三
宅
　
恒
子

（
故
・
只
信
健
次
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
石
川
　
　
陽

（
故
・
博
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
西
谷
　
幸
恵

（
故
・
昇
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
元
石
留
里
子

（
故
・
敏
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
大
阪
府
　
松
本
　
秀
男

（
故
・
武
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
三
吉
　
輝
市

（
故
・
忠
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
佐
々
木
久
子

（
故
・
三
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
江
草
　
好
惠

（
故
・
於
敏
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
w
見
　
　
毅

（
故
・
隆
司
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
前
原
　
和
壽

（
故
・
鈴
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
川
上
　
松
枝

（
故
・
坦
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
池
田
　
安
雄

（
故
・
盛
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
上
草
　
春
幸

（
故
・
猛
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
w
見
　
俊
彦

（
故
・
俊
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
田
村
　
久
雄

この広報紙は再生紙を使用しています。 

（
故
・
フ
シ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
長
　
屋
　
森
繁
俊
太
郎

（
故
・
ミ
オ
リ
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
泉
　
　
博
之

（
故
・
数
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
藤
田
　
喜
吉

（
故
・
武
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
二
九
〇
・
二
九
一
回
目
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
冨
士
田
琴
代

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
小
原
　
新
助

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
田
村
八
重
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
辻
　
　
一
彦

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
河
原
　
大
輝

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
森
脇
　
健
司

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
川
上
町
　
匿
　
　
　
名

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
三
村
　
治
介

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
七
　
地
　
宮
本
富
美
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
七
　
地
　
三
笘
　
久
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
　
　
　
　
川
上
町
軍
恩
連
盟

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
松
本
　
秀
夫

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
川
上
　
　
輝

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
天
野
美
佐
惠

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
小
林
　
富
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
総
社
市
　
山
本
　
美
雄

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
前
原
　
禎
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
中
西
八
重
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
江
草
　
正
登

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 
　　　　  （本所・各支所）まで 

Ａプラン……260円 
Ｂプラン……420円 
Ｃプラン……590円 
　天災危険補償タイプもあります。 

掛　金 

安
心
を 

 

支
え
ま
す 


